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123億
8,624万円

117億
1,450万円

町税
13億
6,959万円

地方交付税等
34億
9,986万円

総務費
17億
3,724万円

衛生費
7億
5,293万円

商工費 2億1,241万円

消防費
3億829万円

災害復旧費
3億3,328万円

諸支出金 3,539万円
議会費 8,973万円

公債費
18億3,431万円

教育費
10億
4,808万円

農林水産業費
6億941万円

労働費
1,425万円

土木費
26億
8,342万円

民生費
20億
5,576万円

分担金及び負担金
2,501万円

使用料及び手数料等
1億3,769万円

国庫支出金
19億5,343万円

県支出金
4億5,132万円

繰入金
19億
529万円

繰越金
15億
5,889万円

町債
10億2,638万円

その他収入
4億5,878万円

【歳入】 【歳出】

令和 4 年度決算令和 4 年度決算  意見を付し「認定」意見を付し「認定」
　一般会計及び４特別会計を合わせた歳入歳出決算額は、歳入総額
158億1,278万円、歳出総額149億8,160万円となっています。
　歳入歳出決算額は前年比で減となっており、前年同様自然災害や
新型コロナウイルス感染症による、復旧・感染関連に要する費用の
増大があったものの、歳入歳出差引額は８億3,118万円の黒字とな
りました。
　また、公営企業会計では水道事業会計で2,925万円、下水道事業
で１億4,455万円の純利益となりました。

決算概要
　
第
3
回
定
例
会
は
、
９
月
１
日
か
ら
９
月
21
日
ま
で
の
21
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
の
会
議
で
は
、
町
長
提
出
議
案
25
件
（
報
告
２
件
、
条
例
２
件
、
契
約
３
件
、

補
正
予
算
６
件
、
同
意
３
件
、
認
定
７
件
、
そ
の
他
２
件
）、
特
別
委
員
会
報
告
１
件

を
審
議
し
、
議
案
は
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
町
長
へ
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
や
町
政
運
営
に
つ
い
て
、
7
人
の
議
員
が
一

般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

定
例
会
概
要

定
例
会
概
要

　令和４年度　各会計決算一覧� （千円以下四捨五入）

会　計　名 歳　入 歳　出
一 般 会 計 123億8,624万円 117億1,450万円

特 

別 

会 

計

国 民 健 康 保 険 事 業 16億7,459万円 16億5,362万円
後 期 高 齢 者 医 療 1億9,447万円 1億9,258万円
介 護 保 険 事 業 15億5,322万円 14億1,664万円
亘理地域介護認定審査会 426万円 426万円

水 道 事 業 会 計
収益的収入 3億7,631万円 収益的支出 3億4,706万円
資本的収入 5,627万円 資本的支出 1億9,383万円

下水道事業会計
収益的収入 6億2,260万円 収益的支出 4億7,805万円
資本的収入 3億2,334万円 資本的支出 5億9,634万円

一般会計決算内訳（グラフ）一般会計決算内訳（グラフ）

成果は？ 効果は？成果は？ 効果は？

　令和４年度各種会計（７会計）は、９月８日に決算審査特別委員会（委員長　竹内和彦）を設
置し、５日間にわたる審査を行い、９月21日の本会議で次の意見を付し認定しました。

意見
　山元東部地区農地整備事業において、
農地等整備工事は完了したとしている。
しかし、今後の管理体制を明確にし、
事業完了後に農地等の不具合が発生し
た場合の対応等については、引き続き、
町は県の責任で対応するよう求めるべ
きである。

　令和４年度の各会計決算及び各種基金の運
用状況は、いずれも適正であると認められた。
　財政の各指数は健全エリア内となっている
が、先を見据えた持続可能な町づくりのた
め、冷静で慎重な財政運営に引き続き努めて
いただきたい。
　第６次総合計画基本方針関連事業等の令和
４年度予算執行状況は、各課とも適切に執行
されている状況であり、今後とも目標指標達
成に向け、各種事業を実施していただきたい。
　令和４年度の実施状況に鑑み、令和５年度
は、第６次山元町総合計画の後半５年間の
ローリング計画を打ち出す予定であるとのことであり、これを機にシステマチックな目標管理の
しくみを構築するよう期待する。
　加えて本町の発展をより確かなものにするために、総合計画の推進に真摯な姿勢で取り組まれ
ることを切に望む。

決算審査特別委員会　意見を付し「認定すべきもの」

監査委員　決算審査意見（要旨）

令和4年度決算令和4年度決算
決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
審
査
特
別
委
員
会

決
算
決
算
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○
移
住
定
住
促
進

議
員　
政
策
は
高
く
評
価

し
て
い
る
。
婚
活
や
出
生

率
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
最

重
要
課
題
だ
と
考
え
る
が
。

町
長　
一
番
難
し
く
、
重

要
課
題
で
あ
る
。
全
体
を

見
な
が
ら
、
婚
活
事
業
施

策
も
考
え
る
。

議
員　
移
住
定
住
す
る
子

育
て
世
代
に
と
っ
て
、
通

勤
、
通
学
す
る
に
は
便
利

な
宅
地
が
少
な
い
。
公
共

資
産
を
有
効
か
つ
積
極
的

に
活
用
す
べ
き
で
は
。

町
長　
定
住
促
進
を
図
っ

て
も
、
土
地
が
な
い
と
ダ

メ
で
あ
る
。
今
後
、
検
討

を
し
て
い
く
。

○
公
共
交
通

議
員　
町
民
バ
ス
等
に
係

る
計
画
策
定
に
関
す
る
進

捗
状
況
を
伺
う
。

町
長　

来
年
10
月
頃
ス

タ
ー
ト
し
た
い
。
今
年
中

に
議
会
に
一
度
方
向
性
を

示
す
考
え
で
あ
る
。

特
別
委
員
会
質
疑

１億4,689万円

災害廃棄物処理事業

5,919万円

移住定住促進補助事業

２億1,810万円

山下第一小学校大規模改修事業

1,765万円

農漁業者燃油価格高騰支援事業

１億4,145万円

農地復興推進事業

7,754万円

中浜滝の前線道路改良事業

１億7,426万円

町民体育館災害復旧事業

1,050万円

文化財保護事業

目で 見る

決 算

○
農
地
復
興
推
進
事
業

議
員　
工
事
で
の
不
具
合

な
ど
、
課
題
が
山
積
し
て

い
る
。
今
後
、
県
・
国
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
を

要
望
す
べ
き
で
は
。

町
長　
復
興
期
間
は
昨
年

度
で
終
了
し
た
。

　
し
か
し
、
国
・
県
も
最

後
ま
で
責
任
を
持
ち
取
り

組
む
べ
き
と
、
機
会
を
捉

え
て
要
望
し
て
い
る
。

議
員　
強
い
姿
勢
で
徹
底

し
て
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

○
空
き
地
対
策

議
員　
空
き
地
の
雑
草
除

去
の
問
題
に
、
積
極
的
に

取
り
組
む
考
え
は
。

町
長　
今
後
、
強
化
し
対

応
し
て
い
き
た
い
。

○
学
校
の
施
設
管
理

議
員　
ス
ポ
少
で
使
え
る

施
設
が
少
な
い
。
山
小
、

山
一
小
は
グ
ラ
ン
ド
が
狭

く
、
野
球
を
す
る
際
、
道

路
に
ボ
ー
ル
が
出
て
行
く

危
険
性
が
あ
る
。
坂
小
、

山
二
小
は
校
庭
が
荒
れ
て

い
る
が
対
策
は
。

教
育
長　
学
校
の
周
り
に

フ
ェ
ン
ス
の
設
置
が
対
策

と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
学
校
の
授
業

を
基
準
と
す
る
の
が
基
本

で
あ
り
、
対
策
は
難
し
い
。

　
校
庭
の
除
草
は
、
予
算

化
を
し
、
業
者
で
対
応
す

る
。
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
来
年
度
に
学
校
、
教

育
委
員
会
で
定
期
的
に
校

庭
の
表
面
を
き
れ
い
に
す

る
方
法
を
考
え
る
。

○
地
域
活
動

議
員　

次
世
代
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
を
育
て
る
た
め
、

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
お

い
て
、
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
養
成
・
育
成
に
力
を

入
れ
る
考
え
は
。

教
育
長　
活
動
を
通
し
人

は
成
長
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍

で
停
滞
し
て
い
た
活
動
も

復
活
す
る
の
で
、
積
極
的

に
指
導
・
支
援
を
し
て
い

く
。

○
業
務
運
営

議
員　
監
査
意
見
の
中
で
、

不
適
切
な
事
務
処
理
に
つ

い
て
意
見
さ
れ
て
い
る
が
。

監
査
委
員　
情
報
共
有
が

な
さ
れ
て
い
な
い
。
組
織

の
報
告
シ
ス
テ
ム
、
報
・

連
・
相
の
仕
組
み
等
、
情

報
共
有
化
が
必
要
で
あ
る
。

※千円以下四捨五入 目
で
見
る
決
算

目
で
見
る
決
算

目
で
見
る
決
算

目
で
見
る
決
算
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◇伊藤　貞悦　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P8

　★１　次世代に町づくりを繋ぎ「住みたい町、山元町」の実現のための施策について
　　２　少子化、結婚、人口減少対策について
　★３　子育て世代への支援について

◇髙橋眞理子　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P9

　★１　過疎地域持続的発展計画について
　★２　若者の地元定着施策について
　　３　町の活性化について

◇大和　晴美　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P10

　★１　人と猫との共生について

◇渡邊千恵美　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P11

　★１　子育て支援施策について

◇菊地　康彦　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P12

　★１　継続可能な農業の未来づくりについて
　★２　障がい者福祉の課題と対策について

◇岩佐　孝子　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P13

　★１　持続可能なまちづくりについて
　　２　「協働」により、誰もが安全安心して住めるまちづくりについて

◇遠藤　龍之　議員　･････････････････････････････････････････････････････････････････ P14

　★１　学校給食の取り組みについて
　★２　保育事業の取り組みについて
　　３　町営（公営）住宅事業の取り組みについて

○一般質問とは
　町の行財政全般にわたり、
状況や見通しを聞き疑問点を
ただし、所信の表明を求める
もの

我が町政を問う一 般 質 問

※スペースの都合上、質問項目の前に「★」が
付いている内容のみ掲載しております。
掲載項目以外の内容の詳細は、右のQR
コードから録画映像をご覧ください。➡

議
員　
「
山
元
町
中
期
財
政

見
通
し
」
で
示
し
て
い
る
財

政
調
整
基
金
年
度
末
残
高
の

見
通
し
の
動
向
を
ど
う
見
て

い
る
か
。

町
長　
昨
年
度
末
の
残
高
は

約
48
億
円
で
あ
り
、
令
和
４

年
度
に
策
定
し
た
推
計
値
は

約
45
億
円
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
３
億
円
の
増
額
と
な
る
。

議
員　
令
和
２
年
策
定
時
の

基
金
高
推
計
値
23
億
円
が
改

正
後
の
令
和
４
年
の
推
計
値

43
億
円
と
20
億
円
の
増
、
さ

ら
に
令
和
４
年
実
績
で
は
さ

ら
に
３
億
円
増
え
48
億
円
。

見
通
し
に
問
題
は
。

課
長　
作
成
し
た
後
に
福
島

県
沖
地
震
等
の
事
由
に
よ
り

基
金
の
残
高
に
直
接
反
映
さ

れ
た
。

議
員　
今
後
も
基
金
残
高
等
、

町
財
源
の
正
確
な
把
握
を
求

め
る
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
事
業
の
、

決
算
剰
余
金
、
基
金
高
の
実

績
を
ど
う
評
価
し
、
い
か
そ

う
と
し
て
い
る
か
。

町
長　

新
型
コ
ロ
ナ
等
の
影

響
で
保
険
給
付
費
が
伸
び
ず

歳
入
が
超
過
し
、
結
果
１
億

３
千
万
円
を
超
え
る
決
算
剰

余
金
が
生
じ
た
。

議
員　
結
果
３
億
円
を
超
え

る
基
金
残
高
と
な
る
が
、
介

護
保
険
料
、
利
用
料
の
減
免

等
、
基
金
を
活
用
し
た
介
護

保
険
料
、
利
用
料
の
減
免
等

利
用
者
の
負
担
軽
減
を
。

町
長　
来
年
に
向
け
、
基
金

の
活
用
で
負
担
軽
減
を
図
れ

れ
ば
。

遠
藤�
龍
之�
議
員

介
護
保
険
料
・
利
用
料
の
負
担
軽
減
を

　
町
長
　
基
金
の
活
用
で
負
担
軽
減
を
図
れ
れ
ば

議
員
は
決
算
の
コ
コ
に
着
目
し
た

議
員
は
決
算
の
コ
コ
に
着
目
し
た

令和５年　令和５年　第１回臨時会第１回臨時会

補正予算 【議案第24号】

道路新設改良事業（町道中浜滝の前線道路改良工事） …………………………………… 　8,200万円
※建設発生土から購入土に変更のため増額

　７月28日に第１回臨時会が開催され、「町道中浜滝の前線道路改良工事」に係る補正予算の
議案１件を審議し、原案の通り可決しました。

◇
主
な
質
疑

議
員　
今
回
利
用
で
き
な
か
っ

た
建
設
発
生
土
は
、
今
後
に
利

用
は
で
き
な
い
の
か
。

課
長　
土
質
を
見
な
い
と
判
断

で
き
な
い
。

議
員　
財
源
に
過
疎
債
を
活
用

す
る
の
か
。

課
長　
活
用
を
す
る
。

議
員　
な
ぜ
、
今
こ
の
よ
う
な

状
況
に
な
っ
た
の
か
。

町
長　
過
去
の
経
緯
か
ら
す
れ

ば
、
早
急
に
整
備
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
防
御
の
一
つ
で
あ
る
。

予
算
は
膨
ら
む
が
、
地
域
の
安

全
の
た
め
理
解
願
い
た
い
。

総
括
質
疑

総
括
質
疑

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

議会だより　やまもと　2023.11.1／VOL.202議会だより　やまもと　2023.11.1／VOL.202 67



議
員　
監
査
委
員
の
決
算

審
査
意
見
書
に
「
子
育
て

定
住
推
進
事
業
は
意
欲
的

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、

十
分
な
成
果
が
出
て
い
な

い
現
状
が
見
受
け
ら
れ
る
。

も
っ
と
創
意
工
夫
を
重
ね

て
継
続
的
に
取
り
組
ま
れ

た
い
。」
と
あ
る
が
、
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
判
断
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
移
住
補
助
金
に
対

し
て
あ
る
一
定
の
成
果
や

効
果
は
出
て
い
る
と
判
断

し
て
い
る
。
今
後
、
何
ら

か
の
手
法
を
考
え
、
そ
の

都
度
状
況
を
判
断
し
、
さ

ら
な
る
支
援
の
有
効
な
あ

り
方
を
考
え
て
進
め
た
い
。

移住・定住対策の評価や分析は
町長　客観的に高く評価している

議
員　
移
住
・
定
住
候
補

地
の
地
域
指
定
を
す
る
等
、

具
体
的
な
計
画
は
な
い
か
。

町
長　
地
域
を
決
め
定
住

の
促
進
を
と
の
提
案
だ
が
、

元
来
こ
の
町
は
コ
ン
パ
ク

ト
な
町
で
あ
る
と
私
は
考

え
て
い
る
。

　

今
後
の
構
想
の
中
で
、

町
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
や
ビ

ジ
ョ
ン
を
作
り
定
住
を
図

り
た
い
。

議
員　
町
の
未
来
構
想
に

つ
い
て
手
が
つ
け
ら
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
の
か
。

仮
称
「
町
づ
く
り
構
想
企

画
室
」
を
2
・
3
年
の
期

間
と
限
定
し
、
設
置
す
る

考
え
は
な
い
か
。

町
長　
そ
の
前
に
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
あ

る
。
い
ず
れ
復
興
が
終
了

し
た
際
に
必
要
に
な
る
と

思
う
の
で
、
今
す
ぐ
の
専

門
部
署
設
置
は
考
え
て
い

な
い
。

議
員　
現
体
制
維
持
と
い

う
回
答
だ
が
、
職
員
も
心

に
時
間
の
ゆ
と
り
を
も
っ

て
仕
事
を
し
な
け
れ
ば
良

い
発
想
が
生
ま
れ
な
い
。

体
制
整
備
の
検
討
を
す
べ

き
で
あ
る
。

議
員　
多
く
の
自
治
体
で

は
空
き
家
等
を
改
修
し
、

移
住・定
住
希
望
者
が「
お

試
し
移
住
」
で
き
る
施
設

を
整
備
し
て
い
る
が
、
本

町
の
計
画
は
。

町
長　
年
度
内
を
目
途
に

空
き
家
等
の
現
地
調
査
や

所
有
者
へ
の
意
向
調
査
を

進
め
て
い
る
。
改
修
に
協

力
を
得
ら
れ
る
物
件
に
お

い
て
整
備
に
活
用
で
き
れ

ば
と
考
え
る
。

議
員　
高
知
県
四し

ま
ん
と
ち
ょ
う

万
十
町

等
で
は
、
空
き
家
の
所
有

者
や
賃
貸
希
望
者
、
町
に

と
っ
て
、
三
方
良
し
と
言

わ
れ
る「
中
間
管
理
住
宅
」

制
度
を
取
り
入
れ
、
空
き

家
を
有
効
活
用
し
移
住
・

定
住
促
進
に
成
果
を
上
げ

て
い
る
が
。

町
長　
空
き
家
や
移
住
・

定
住
対
策
に
は
有
効
な
手

段
だ
と
思
う
。
こ
れ
も
調

査
結
果
を
見
て
、
多
少
な

り
と
も
進
め
て
い
き
た
い
。

「
過
疎
地
域
」
対
策
に

向
け
た
施
策
は

町
長　
よ
り
効
果
的
な

　
　
　
施
策
の
展
開
に
努
め
る

若者の地元定着施策は重要課題だ
町長　人材の確保と育成に取り組む

髙
たか

橋
はし

 眞
ま

理
り

子
こ

 議員 伊
い

藤
とう

 貞
てい

悦
えつ

 議員
議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

議
員　
他
の
市
町
村
は
給

食
費
の
全
額
支
援
に
つ
い

て
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
る
。

　
当
町
で
は
、
予
算
の
継

続
的
な
捻
出
方
法
で
踏
み

切
れ
な
い
よ
う
だ
が
、
や

る
気
は
あ
る
の
か
。

町
長　
他
の
市
町
村
が
ど

ん
ど
ん
進
ん
で
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

　
各
種
の
機
会
を
と
ら
え
、

国
に
対
し
て
早
急
に
給
食

費
の
無
償
化
を
進
め
る
よ

う
働
き
か
け
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
る
。
私
の
公
約

な
の
で
、
今
で
も
そ
の
気

持
ち
に
変
わ
り
は
な
い
。

早
く
実
現
し
た
い
と
考
え

て
い
る
が
、
決
定
す
れ
ば

途
中
で
変
更
で
き
な
く
な

る
。

　
前
向
き
に
検
討
し
て
い

る
段
階
で
あ
り
、
も
う
少

し
時
間
を
い
た
だ
き
た
い
。

議
員　
給
食
費
の
無
償
化

は
私
だ
け
で
な
く
、
多
く

の
議
員
が
何
度
も
一
般
質

問
等
で
取
り
上
げ
て
い
る
。

こ
の
件
を
町
長
が
提
案
し

た
ら
過
半
数
の
議
員
の
賛

成
で
可
決
さ
れ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
一
日
も
早
い
決
断
を
望

ん
で
い
る
。

給
食
・
副
食
費
を

全
額
支
援
す
る
考
え
は

町
長　
一
日
も
早
く
実
現
を

　
　
　
検
討
し
て
い
る

いい発想を！

議
員　
若
者
の
地
元
定
着
の
具

体
策
は
。

町
長　
移
住
・
定
住
、
子
育
て

世
帯
向
け
に
は
有
効
な
形
で
対

応
で
き
て
い
る
が
、
そ
の
他
の

具
体
策
に
は
、
行
き
届
い
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

議
員　
若
者
た
ち
の
町
に
対
す

る
課
題
や
夢
等
を
町
長
と
対
話

す
る「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

を
定
期
的
に
開
く
考
え
は
。

町
長　
持
続
的
に
町
を
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
に
は
、
若
者
が

町
の
未
来
を
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
、
的
確
に
捉
え
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
町

づ
く
り
を
担
う
発
想
力
豊
か

な
若
い
力
が
重
要
で
あ
る
。

　
今
後
、
地
区
懇
談
会
の
実

施
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、

様
々
な
場
面
を
捉
え
な
が
ら

若
者
た
ち
と
の
対
話
を
常
に

意
識
し
て
い
く
。

議
員　
新
た
な
過
疎
対
策
に

重
要
と
言
わ
れ
る
、
次
世
代

を
担
う
若
者
の「
人
材
育
成
」

の
具
体
的
施
策
は
。

町
長　

具
体
的
に
は
ま
だ

至
っ
て
い
な
い
が
、
社
会
教

育
活
動
の
分
野
で
、
地
域
づ

く
り
に
参
画
す
る
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
の
活
動
を
通
じ
て
、

次
世
代
を
担
う
若
者
た
ち
の
継

続
的
な
育
成
に
努
め
て
い
る
。

熱
意
と
行
動
力
が
期
待
さ
れ
る

「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
の
活

用
な
ど
も
将
来
的
に
は
、
若
者

た
ち
の
人
材
育
成
に
繋
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

議
員　
中
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
の
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
は
現

在
、
何
人
の
メ
ン
バ
ー
が
活
動

し
て
い
る
の
か
。

教
育
長　
現
在
18
人
で
あ
る
。

　
基
本
的
に
は
メ
ン
バ
ー
が
自

主
的
に
地
域
の
行
事
や
イ
ベ
ン

ト
等
の
運
営
や
支
援
な
ど
、
自

分
た
ち
で
企
画
・
立
案
し
て
活

動
し
、
生
涯
学
習
課
で
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
る
。

議
員　
活
動
で
育
ま
れ
る
郷
土

愛
は
町
を
も
っ
と
活
性
化
さ
せ

た
い
と
い
う
思
い
に
繋
が
る
。

　
職
員
の
中
に
も
何
人
か
OB
が

い
る
と
聞
く
が
期
待
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

　
外
部
か
ら
の
多
様
な
人
材
は
、

町
の
活
性
化
に
は
欠
か
せ
な
い
。

国
の
制
度
を
活
用
し
複
数
の
民

間
人
材
を
取
り
入
れ
る
考
え
は

な
い
か
。

次世代を担うリーダーたち

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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議
員　
現
在
の
保
育
体
制
、

各
保
育
事
業
や
人
員
な
ど

は
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
さ
れ

て
い
る
か
。

町
長　
つ
ば
め
の
杜
保
育

所
は
、
９
月
１
日
現
在
145

人
の
児
童
に
対
し
保
育
士

36
人
が
国
の
基
準
を
基
に

通
常
保
育
に
当
た
っ
て
い

る
。

　
一
時
預
か
り
や
坂
元
送

迎
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業

を
含
め
運
営
を
し
て
い
る
。

議
員　
広
報
や
ま
も
と
で

毎
月
保
育
士
を
募
集
し
て

い
る
が
、
人
員
確
保
が
出

来
て
い
な
い
か
ら
な
の
か
。

町
長　
交
代
制
に
し
て
お

り
、
多
め
に
職
員
を
配
置

し
な
け
れ
ば
運
営
は
で
き

な
い
。

　
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
職
員
を
募
集
し
て
い
る
。

議
員　
保
育
士
を
志
す
若

者
や
、
再
度
、
保
育
士
と

し
て
働
く
方
々
が
、
一
番

に
選
ぶ
よ
う
な
、
待
遇
改

善
等
の
施
策
は
。

町
長　
保
育
所
職
員
は
、

町
職
員
と
同
じ
給
料
体
系

の
中
で
働
い
て
い
る
。
特

別
扱
い
は
で
き
な
い
。

議
員　
子
育
て
世
代
に
対

し
て
町
の
事
業
が
一
つ
一

つ
周
知
さ
れ
て
い
る
か
。

課
長　
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
子
育
て
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
で
周
知
し
て
い
る

が
、
足
り
な
い
部
分
も
あ

り
引
き
続
き
周
知
に
努
め

る
。

議
員　
妊
婦
訪
問
の
際
に
、

も
う
一
度
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
活
用
し
、
事
業
の
説
明

を
し
て
は
。

課
長　
妊
娠
８
カ
月
の
訪

問
時
に
、
子
育
て
支
援
事

業
に
つ
い
て
説
明
し
て
い

く
。

議
員　
保
育
所
と
幼
稚
園

の
違
い
は
周
知
さ
れ
て
い

る
か
。

町
長　
役
割
の
違
い
を
説

明
し
て
い
る
。

議
員　
保
育
所
が
満
員
だ

と
今
ま
で
は
幼
稚
園
を
紹

介
さ
れ
て
い
た
が
、
今
後

も
そ
の
対
応
を
継
続
す
る

の
か
。

保
護
者
の
負
担
を
町
が
軽
減
す
べ
き

町
長　
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
り
精
査
対
応
す
る

議
員　
令
和
４
年
３
月
議

会
で
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
猫
の
飼
い

方
指
導
の
実
施
及
び
周
知

に
努
め
る
と
回
答
が
あ
っ

た
が
、
そ
の
後
の
対
応
は
。

町
長　
住
民
か
ら
相
談
や

通
報
の
内
容
に
応
じ
、
そ

の
都
度
、
指
導
や
助
言
を

行
っ
て
い
る
。

　
事
案
に
よ
っ
て
は
塩
釜

保
健
所
と
連
携
し
て
、
共

同
で
飼
育
の
現
状
を
確
認

し
て
、
現
場
で
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

議
員　
前
回
、
県
獣
医
師

会
が
実
施
す
る
不
妊
去
勢

手
術
の
助
成
制
度
の
周
知

に
努
め
る
と
し
て
い
た
が
、

そ
の
後
の
対
応
は
。

町
長　
制
度
に
関
す
る
チ

ラ
シ
の
掲
示
の
ほ
か
、
助

町で猫不妊去勢手術の費用助成を
町長　猫の問題が大きくなったら考える

成
制
度
の
説
明
や
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　
個
人
や
団
体
で
、

猫
の
保
護
、
不
妊
去
勢
手

術
し
て
い
る
方
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
。

町
長　
飼
い
主
不
明
猫
の

無
秩
序
な
繫
殖
増
加
を
抑

制
し
、
住
民
の
生
活
環
境

へ
の
悪
影
響
を
阻
止
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
人
と
猫

の
双
方
が
共
に
生
き
ら
れ

る
社
会
環
境
の
実
現
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
る
と

思
う
。

渡
わた

邊
なべ

 千
ち

恵
え

美
み

 議員 大
や ま と

和 晴
はる

美
み

 議員
議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

議
員　
不
幸
な
猫
が
増
え

る
こ
と
に
心
を
痛
め
て
い

る
方
は
、
多
く
の
時
間
と

労
力
、
費
用
を
か
け
て
お

り
、
地
域
住
民
の
理
解
と

協
力
が
必
要
で
は
。

町
長　
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
。

議
員　
町
独
自
の
猫
不
妊

去
勢
手
術
の
費
用
助
成
を

す
る
考
え
は
。

町
長　
こ
れ
ま
で
と
同
様
、

県
獣
医
師
会
が
実
施
す
る

助
成
制
度
の
周
知
を
図
る

と
と
も
に
、
先
行
事
例
や

動
物
愛
護
団
体
等
が
実
施

す
る
支
援
制
度
の
情
報
収

集
、
周
知
に
努
め
る
。

議
員　
７
月
８
日
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
と
意
見
交

換
を
し
た
。
一
番
困
っ
て

い
る
の
が
、
多
額
の
手
術

費
用
の
問
題
と
聞
い
て
い

る
。
必
要
経
費
の
一
部
を

補
助
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　
今
後
、
猫
の
問
題

が
大
き
く
な
っ
て
き
た
と

き
は
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

議
員　
ど
の
よ
う
に
人
と

猫
と
の
共
生
に
つ
い
て
の

環
境
整
備
を
考
え
る
の
か
。

町
長　
飼
い
主
が
い
る
場

合
は
、
法
令
や
基
準
に
基

づ
き
責
任
を
持
っ
て
飼
育

に
努
め
る
よ
う
指
導
を
し

て
い
く
。

　
飼
い
主
不
明
猫
に
つ
い

て
は
、
保
健
所
や
猫
の
保

護
活
動
に
取
り
組
む
団
体

等
と
連
携
す
る
な
ど
、
状

況
に
応
じ
た
対
応
に
努
め

る
。

議
員　
町
内
に
は
、
猫
を

大
事
に
し
て
い
る
方
が
多

く
、
共
生
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
地
域
が
あ
る
。
東

京
都
多た

摩ま

市
の
よ
う
に

「
人
と
猫
と
の
共
生
を
目

指
す
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
る
考
え
は
。

町
長　
現
状
と
し
て
は
そ

の
考
え
に
は
至
っ
て
い
な

い
。

素敵な音色のハーモニー

人と猫が共に生きられる地域へ

町
長　
無
理
な
誘
導
は
し

て
い
な
い
。
利
用
者
の
希

望
に
添
え
る
形
で
今
後
も

進
め
て
い
き
た
い
。

議
員　
幼
稚
園
で
の
預
か

り
保
育
の
保
護
者
負
担
を

軽
減
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
り
、
そ
の
都
度
精
査

し
、
子
育
て
を
す
る
親
の

負
担
を
軽
減
す
る
よ
う
対

応
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ク
ー
ポ

ン
配
布
事
業
の
拡
充
を
図

る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　
今
年
度
は
生
後
６

カ
月
を
対
象
と
し
て
５
時

間
無
料
で
実
施
し
て
い
る
。

　
利
用
者
を
増
や
す
よ
う

対
象
者
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
子
育
て
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

議
員　
幼
稚
園
へ
の
土
曜

保
育
実
施
の
呼
び
か
け
を

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
利
用
者

負
担
を
軽
減
し
て
は
ど
う

か
。

町
長　
今
後
の
検
討
課
題

で
あ
る
。

議
員　
こ
の
町
を
選
ん
で

良
か
っ
た
と
言
え
る
、
誇

れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
期
待

す
る
。

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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議
員　
震
災
後
、
転
出
者

が
増
加
し
少
子
高
齢
化
が

急
激
に
襲
来
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
町
づ
く
り
の

た
め
住
民
の
声
を
聞
く
こ

と
が
重
要
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
民
の
声
を
聞
か

せ
て
い
た
だ
く
た
め
各
行

政
区
で
の
懇
談
会
を
計
画

し
て
い
る
。

議
員　
開
催
時
で
の
日
時

や
形
態
等
の
留
意
点
は
。

町
長　
各
地
区
と
相
談
し
、

町
民
の
意
見
を
聞
く
。

議
員　
町
民
の
小
さ
な
声

も
大
事
に
拾
い
上
げ
、
町

政
に
反
映
す
る
よ
う
望
む
。

ま
た
町
と
し
て
の
リ
ー

ダ
ー
養
成
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

町
長　
震
災
後
は
復
興
事

業
に
力
を
注
視
し
て
き
た
。

町
が
主
体
と
な
っ
た
勉
強

会
等
を
開
催
し
て
い
き
た

い
。

議
員　
リ
ー
ダ
ー
養
成
は
、

小
学
生
の
イ
ン
リ
ー
ダ
ー
、

中
・
高
生
の
ジ
ュ
ニ
ア

リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど
を
実

施
す
べ
き
で
は
。

教
育
長　
小
学
生
対
象
の

リ
ー
ダ
ー
養
成
も
検
討
し

て
い
く
。

町
長　
小
さ
い
う
ち
か
ら

社
会
で
活
躍
で
き
る
人
材

育
成
は
大
切
で
あ
り
、
検

討
し
て
い
く
。

議
員　
声
を
聞
く
だ
け
で

は
な
く
、
職
員
と
町
民
が

共
に
協
働
し
た
町
づ
く
り

を
目
指
し
て
い
く
べ
き
。

　
ま
た
、
移
住
定
住
施
策

に
よ
り
、
子
育
て
世
代
の

転
入
者
が
増
加
し
て
い

る
。
幼
児
数
減
少
と
は
言

え
、
保
育
所
待
機
児
童
が

８
月
末
現
在
２
人
出
て
い

る
。
保
育
士
確
保
対
策
は
。

町
長　
実
習
生
受
け
入
れ

や
、
声
が
け
、
公
募
は
し

て
い
る
が
、
雇
用
ま
で
に

は
結
び
つ
い
て
い
な
い
。

議
員　
保
育
士
資
格
取
得

者
の
人
材
登
録
バ
ン
ク
登

録
等
は
し
て
い
る
の
か
。

町
長　
し
て
い
な
い
。

議
員　
感
染
症
予
防
や
地

域
性
等
を
考
え
、
保
育
所

を
早
急
に
整
備
す
べ
き
で

は
。

住
民
の
声
を
生
か
し
た
町
づ
く
り
を

町
長　
各
行
政
区
で
の
懇
談
会
を
開
催
す
る

これからの農業を皆で考えよう

中小規模農家が持続可能な施策を
町長　県事業を活用した支援に努める

議
員　
障
が
い
者
の
就
労

機
会
や
、
工
賃
向
上
の
施

策
は
。

町
長　
障
が
い
の
程
度
に

応
じ
た
支
援
を
行
い
、
工

賃
の
向
上
に
つ
な
が
る
計

画
を
県
と
連
携
し
策
定
し

て
い
る
。

議
員　
現
在
の
工
賃
は
ど

の
様
な
状
況
か
。

課
長　
Ｂ
型
支
援
事
業
所

で
、
令
和
３
年
は
月
平
均

１
万
３
千
円
で
あ
る
。

議
員　
生
活
で
き
る
金
額

と
思
え
る
か
。

町
長　
本
当
に
少
な
い
と

実
感
し
て
い
る
。

議
員　
最
低
で
も
医
療
費

や
、
生
活
費
を
維
持
す
る

に
は
月
３
万
円
は
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。

町
長　
国
に
頼
る
部
分
が

大
き
い
が
、
町
独
自
の
支

援
が
で
き
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。

議
員　
成
功
事
例
な
ど
を

参
考
に
し
、
計
画
づ
く
り

が
必
要
で
は
。

町
長　
対
応
し
て
い
き
た

い
。

議
員　
企
業
と
の
連
携
は
。

課
長　
企
業
が
子
会
社
を

作
り
障
が
い
者
の
雇
用
を

試
み
て
い
る「
農
福
連
携
」

の
例
が
あ
る
。
町
で
も
、

農
業
関
連
事
業
所
に
業
務

委
託
契
約
を
し
、
施
設
外

労
働
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
。

議
員　
施
設
外
労
働
だ
と

賃
金
が
安
い
。
農
福
連
携

は
「
障
が
い
者
が
主
役
」

に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

課
長　
町
で
は
そ
の
様
な

状
況
に
な
い
。

議
員　
農
福
連
携
は
工
賃

向
上
の
み
が
目
的
で
は
な

く
、
担
い
手
の
育
成
、
障

が
い
者
一
人
一
人
が
役
割

を
発
揮
し
、
達
成
感
を
持

て
る
施
策
で
あ
る
。

議
員　
今
後
の
農
業
の
将

来
に
重
要
な
「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
の
作
成
状
況
は
。

町
長　
２
月
に
中
心
経
営

体
や
、
関
係
団
体
と
の
話

合
い
に
よ
り
、
現
況
や
課

題
を
共
有
し
た
プ
ラ
ン
を

更
新
し
た
。

議
員　
具
体
的
な
課
題
は
。

町
長　
農
地
所
有
者
と
、

中
心
経
営
体
と
の
円
滑
な

マ
ッ
チ
ン
グ
、農
地
集
積・

集
約
の
促
進
が
課
題
で
あ

る
。

議
員　
中
小
規
模
農
家
を

含
め
た
地
域
農
業
の
あ
り

方
は
。

町
長　
農
業
維
持
に
は
、

中
小
規
模
農
家
の
経
営
体

も
、
国
の
方
針
に
大
切
な

役
割
と
し
示
さ
れ
て
い
る
。

議
員　
次
期
計
画
に
も
重

要
と
さ
れ
る
「
中
小
規
模

農
家
」
は
今
「
離
農
」
に

追
い
込
ま
れ
て
い
る
。
新

た
な
施
策
は
。

町
長　
県
事
業
を
活
用
し

た
支
援
に
努
め
る
。

議
員　
町
の
基
幹
産
業
を

守
る
た
め
に
も
、
個
人
経

営
体
や
兼
業
農
家
も
経
営

維
持
で
き
る
町
独
自
の
施

策
が
必
要
で
あ
る
。

岩
いわ

佐
さ

 孝
たか

子
こ

 議員 菊
きく

地
ち

 康
やす

彦
ひこ

 議員
議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

障
が
い
者
を
取
り
残
さ
な
い
施
策
を

町
長　
県
事
業
を
活
用
し
た
支
援
に
努
め
る

町
長　
全
体
を
見
据
え
た

中
で
設
置
を
考
え
る
。

議
員　
「
切
磋
琢
磨
」
の

た
め
中
学
校
を
１
校
に
再

編
し
た
。
１
校
と
し
て
も

切
磋
琢
磨
と
な
る
の
か
疑

問
で
あ
る
。
考
え
を
問
う
。

教
育
長　
中
学
生
に
な
る

と
学
習
、
部
活
動
等
で
社

会
に
近
づ
く
と
形
で
競
い

合
う
こ
と
が
多
く
な
り
、

言
葉
と
し
て
先
に
出
た
。

議
員　
小
学
校
１
校
の
方

針
だ
が
、
そ
の
考
え
は
。

教
育
長　
あ
る
程
度
の
人

数
の
中
で
子
ど
も
同
士
の

交
流
が
で
き
人
間
関
係
、

社
会
性
を
育
成
で
き
る
。

議
員　
小
中
学
生
の
不
登

校
数
（
33
人
）
は
。

教
育
長　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
制
限
も
あ
り
、
子
ど
も

の
生
活
に
影
響
し
、
昨
年

よ
り
少
し
増
加
し
て
い
る
。

町
長　
提
言
を
調
査
し
、

支
援
に
繋
が
る
よ
う
努
め

た
い
。

議
員　
今
、
多
く
の
障
が

い
者
が
親
元
を
離
れ
、
町

外
で
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に

入
所
し
生
活
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
構
築

と
、
就
労
機
会
を
作
る
こ

と
に
よ
り
、
親
亡
き
後
、

町
で
豊
か
に
生
き
て
い
け

る
事
を
切
に
願
う
。

議
員　
人
ひ
と
り
を
育
て

る
に
は
お
金
が
か
か
る
。

教
育
効
果
を
高
め
る
た
め
、

行
政
の
効
率
性
を
優
先
す

る
の
で
は
な
く
先
行
投
資

す
べ
き
で
あ
る
。
自
然
体

験
等
を
と
お
し
郷
土
愛
を

育
み
、
こ
の
町
で
生
活
で

き
る
環
境
整
備
が
必
要
で

あ
る
。

大人も子どももみんなで遊ぼう

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】
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　当初予算編成後の人事異動に係る人件費の調整額措置と、物価高騰に直面する生活者等の負担軽減
を図るため、様々な支援策に係る経費を計上しています。
　また、その他の歳出予算として、ヘルメット購入補助や、老朽化が著しく早急な対応が必要となる
町指定文化財「大條家茶室」改修等工事に係る費用など、合計で1,200万円を増額し、総額85億411
万円となりました。

○主な事業
　・水道基本料金減免事業補助金（10月から２カ月分）　 …………………………… 　2,112万円
　・高圧電力使用事業者支援事業（62業者対象）　 …………………………………… 　1,950万円
　・ケアハウス移設工事費　……………………………………………………………… 　　235万円
　・町指定文化財「大條家茶室」修復等工事　………………………………………… 　2,570万円

補 正 予 算
○一般会計補正予算概要　

○主な質疑
議員　 自転車用ヘルメット購入費補助金70万円

の補助条件は。
課長　 全町民を対象に、１人2,000円を上限とし、

350人と考えている。
議員　 水道基本料金、２カ月間の減免はいつから

か。また、対象者は。
課長　 減免は10月からである。
　　　 対象者は、一般家庭・企業・イチゴ農家も

対象とする。

議
員　
希
望
し
て
も
認
可

保
育
所
な
ど
に
入
れ
な
い

待
機
児
童
が
過
去
最
少
を

更
新
、
宮
城
県
に
つ
い
て

も
６
年
連
続
減
少
を
続
け
、

41
人
ま
で
減
少
、
待
機
児

童
０
の
自
治
体
も
28
町
村

過
去
最
多
に
な
っ
た
。

　
一
方
で
、
残
念
な
が
ら

町
で
は
1
人
増
え
た
こ
と

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
待
機
児
童
対
策
に
問

題
は
な
か
っ
た
の
か
。

町
長　
現
在
０
歳
児
2
人

の
待
機
児
童
が
発
生
し
て

い
る
。
町
の
保
育
士
採
用

に
力
を
入
れ
る
こ
と
で
、

待
機
児
童
の
解
消
に
努
め

た
い
。

計画に基づく待機児童対策に問題は
町長　保育士確保に力を入れ解消に努める

議
員　
『
山
元
町
子
ど
も・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
』

で
は
、「
将
来
的
に
０
～

２
歳
児
の
保
育
ニ
ー
ズ
の

増
加
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、

小
規
模
保
育
事
業
等
の
設

置
も
視
野
に
入
れ
、
事
業

量
の
確
保
に
努
め
る
。」

と
し
て
待
機
児
童
対
策
を

取
り
上
げ
て
い
る
が
、
計

画
に
基
づ
い
た
取
り
組
み

は
、
な
さ
れ
て
き
た
の
か
。

町
長　
目
標
に
向
け
て
の

施
策
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

議
員　
待
機
児
童
を
な
く

す
こ
と
が
、
今
の
町
の
喫

緊
の
課
題
で
あ
る
。
施
設

の
整
備
も
含
め
、
具
体
的

な
対
策
の
早
期
実
現
を
求

め
る
。

遠
えん

藤
どう

 龍
たつ

之
ゆき

 議員
議員の一般質問の
映像配信をご覧い
ただけます。

議
員　
学
校
給
食
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
、
本
来
の

目
的
で
あ
る
『
食
を
通
じ

て
人
間
づ
く
り
』
の
基
本

を
実
現
し
て
い
く
こ
と
や
、

学
校
給
食
は
教
育
の
一
環

と
し
て
子
ど
も
の
食
生
活

の
改
善
や
す
べ
て
の
子
ど

も
た
ち
の
健
や
か
な
発
達
、

健
康
な
身
体
づ
く
り
を
公

的
に
保
障
す
る
極
め
て
重

要
な
取
り
組
み
と
言
わ
れ

て
い
る
。

　
食
材
の
地
産
地
消
の
現

状
と
拡
充
等
へ
の
取
り
組

み
は
。

教
育
長　
町
内
産
の
食
材

の
使
用
割
合
は
約
20
％
、

今
後
の
取
り
組
み
と
し
て
、

給
食
物
資
納
入
業
者
か
ら

町
内
産
イ
チ
ゴ
を
使
用
し

た
加
工
品
に
つ
い
て
の
話

も
あ
り
、
さ
ら
な
る
拡
充

に
向
け
検
討
を
進
め
た
い
。

議
員　
食
育
の
取
り
組
み

の
現
状
は
。

教
育
長　
食
事
の
重
要
性

や
食
文
化
、
地
場
産
品
な

ど
、
食
に
関
す
る
知
識
を

育
む
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

議
員　
学
校
給
食
費
の
完

全
無
償
化
実
施
へ
の
予
定

は
。

町
長　
国
の
給
食
費
無
償

化
の
検
討
状
況
や
中
期
財

政
見
通
し
の
収
支
傾
向
等

を
総
合
的
に
判
断
し
、
年

明
け
後
の
早
い
時
期
に
示

し
た
い
。

議
員　
最
近
、
学
校
給
食

費
の
無
償
化
が
急
速
に
増

え
、
491
自
治
体
が
取
り
組

ん
で
い
る
。
町
で
は
こ
れ

ま
で
財
源
問
題
を
理
由
に

消
極
的
な
対
応
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
は
理
由
に
な
ら

な
い
。
年
明
け
後
の
早
い

時
期
に
示
す
と
し
て
い
る

が
、
今
す
ぐ
の
実
施
を
強

く
求
め
る
。

学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を

町
長　
年
明
け
後
の
早
い
時
期
に
伝
え
た
い

そ
の
他
の
質
問

町
営
住
宅
事
業
取
り
組
み

に
つ
い
て

・「
山
元
町
町
営
住
宅
長
寿

命
化
計
画
」
の
取
り
組

み
の
現
状
は
。

・「
公
営
住
宅
」
入
居
者
、

新
規
入
居
者
の
現
状
と

対
応
は
。

条 例
○山元町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例【議案第37号】

　町長・副町長及び教育長の給料月額を以下のとおり減額するもの。
※提案理由
　職員の不適切な事務処理に関し、管理監督者としての責任を重く受け止め、町長、副町長及び教
育長の給料月額を減額する。

（１）町長・副町長・・・給料月額から10％を３カ月間減額
（２）教育長・・・・・・給料月額から10％を２カ月間減額

同意第２号

齋
さい

　藤
とう

　忠
ただ

　男
お

（つばめの杜東区）
を同意　※再任

同意第３号

渡
わた

　邊
なべ

　信
のぶ

　夫
お

（つばめの杜西区）
を同意　※再任

同意第４号

髙
たか

　野
の

　弘
ひろ

　幸
ゆき

（町区）
を同意　※新任

○固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて【同意第２号、第３号、第４号】
人 事 【敬称略】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

一
般
質
問
【
我
が
町
政
を
問
う
】

そ
の
他
の
議
案

そ
の
他
の
議
案
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○
自
治
体
Ｄ
Ｘ

調
査
内
容

　
取
り
組
み
状
況
や
、
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
調
査
し
た
。

意
見

　
執
行
部
と
議
会
と
の
共

通
認
識
を
図
り
、
進
め
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま

た
、
職
員
の
事
務
効
率
向

上
だ
け
で
は
な
く
、
町
民

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指

し
た
DX
と
す
べ
き
で
あ
る
。

○
公
共
交
通
事
業

調
査
内
容

　
地
域
公
共
交
通
計
画
の

策
定
等
に
係
る
進
捗
状
況

及
び
、
対
策
と
方
針
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
調
査
し

た
。意見

　
計
画
策
定
に
は
、
町
民

の
声
や
意
見
を
十
分
に
尊

重
し
、
よ
り
効
果
の
あ
る

公
共
交
通
事
業
に
す
る
工

夫
を
さ
れ
た
い
。

○�

適
正
な
職
員
配
置

調
査
内
容

　
現
在
の
職
員
数
、
職
員

ピ
ラ
ミ
ッ
ト
及
び
包
括
事

務
業
務
委
託
の
職
務
内
容
、

人
数
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
調
査
し
た
。

意
見

①　
ま
ち
づ
く
り
を
担
う

リ
ー
ダ
ー
養
成
の
た
め

に
も
、
関
係
部
署
の
人

事
配
置
に
配
慮
さ
れ
た

い
。

②　
保
育
士
、
保
健
師
の

人
材
確
保
の
た
め
に
引

き
続
き
、
大
学
、
専
門

学
校
へ
の
訪
問
を
継
続

し
、
ま
た
不
足
す
る
土

木
技
師
確
保
に
つ
い
て

は
、
退
職
後
の
人
材
や
、

国
の
制
度
を
活
用
し
た

専
門
家
等
の
採
用
も
検

討
す
べ
き
で
あ
る
。

◇�

山
元
東
部
地
区

　
農
地
整
備
事
業

調
査
内
容

　
現
時
点
で
の
作
業
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
及
び
業
務
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た
。

意
見

　
今
年
度
事
業
完
了
に
向

け
「
東
部
地
区
整
備
室
」

が
再
び
設
置
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
事
業

を
改
め
て
確
認
し
、
速
や

か
に
実
施
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

　
工
事
完
了
後
に
お
け
る

県
と
町
と
の
間
で
の
責
任

の
所
在
が
不
明
確
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
後
の
管
理

体
制
を
明
確
に
し
、
事
業

終
了
後
に
農
地
の
不
具
合

が
発
生
し
た
場
合
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
、
県
の

責
任
で
対
応
す
べ
き
で
あ

る
。

◇
農
業
振
興
地
域

　
整
備
計
画

調
査
内
容

　
計
画
の
全
体
見
直
し
の

実
施
に
伴
い
、
農
振
農
用

地
の
除
外
申
出
受
付
が
一

時
休
止
と
な
る
こ
と
か
ら
、

休
止
に
よ
る
影
響
及
び
今

後
の
対
応
に
つ
い
て
調
査

し
た
。

意
見

　
県
と
の
協
議
期
間
も
含

め
、
除
外
申
出
受
付
が
1

年
９
カ
月
休
止
と
な
り
、

そ
の
間
、
農
振
用
地
区
域

内
は
農
地
転
用
不
可
と
な

る
こ
と
か
ら
、
対
象
者
並

び
に
関
係
機
関
へ
の
周
知

を
早
急
に
す
べ
き
で
あ
る
。

◇
物
価
高
騰
に
伴
う

　
各
産
業
へ
の
支
援

調
査
内
容

　
現
在
、
実
施
し
て
い
る

各
産
業
へ
の
支
援
状
況
に

つ
い
て
調
査
し
た
。

意
見

　
今
後
、
国
及
び
県
の
動

向
を
見
極
め
、
引
き
続
き

支
援
等
を
講
じ
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

優
良
市
町
村
視
察
研
修

・
月
日

　
　
８
月
２
日
（
木
）

・
研
修
地

　
　
宮
城
県
丸
森
町

・
研
修
内
容

　
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
事
業
に
つ
い
て

優
良
市
町
村
視
察
研
修

・
月
日

　
　
８
月
２
日
～
４
日

・
研
修
地

　
　
長
野
県
小お

布ぶ

施せ

町ま
ち

　
　
長
野
県
伊い

那な

市し

・
研
修
内
容

　
　
新
規
就
農
支
援
事
業

　
　
に
つ
い
て

　

８
月
10
日
（
木
）
に
、

議
会
主
催
に
よ
る
小
・
中

学
生
を
対
象
に
し
た
議
場

見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
見
学
会
に
は
、
午
前
の

部
小
学
生
14
人
、
午
後
の

部
中
学
生
８
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
は
自
分
の
名
前
が
表
示

さ
れ
た
議
員
席
に
着
席
し
、

「
議
会
っ
て
？
」「
議
員
の

仕
事
に
つ
い
て
」「
議
員

定
数
」
等
に
つ
い
て
議
会

事
務
局
職
員
か
ら
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
子
ど
も
た
ち

か
ら
議
員
に
対
し
町
づ
く

り
に
つ
い
て
の
鋭
い
質
問

や
意
見
が
出
さ
れ
、
議
員

か
ら
回
答
し
ま
し
た
。
質

疑
応
答
後
に
は
、
議
場
見

学
、
議
長
・
町
長
席
に
座

り
将
来
へ
の
夢
を
語
り

合
っ
て
い
ま
し
た
。

🆀
　
議
員
の
仕
事
は
楽
し

い
で
す
か
。
ど
ん
な
仕
事

を
し
て
い
る
の
で
す
か
。

🅰　
責
任
が
大
き
く
大
変

な
仕
事
で
す
。

　

町
の
お
金
の
使
い
方
、

仕
事
が
町
民
の
た
め
に
正

し
く
行
わ
れ
て
い
る
か
を

調
べ
た
り
し
て
い
ま
す
。

🆀
　
選
挙
の
投
票
率
は
ど

う
す
れ
ば
上
が
る
と
思
い

ま
す
か
。

🅰　
議
員
一
人
一
人
が
、

ど
ん
な
町
に
し
た
い
か
を

町
民
に
伝
え
、
共
感
で
き

る
候
補
者
が
い
れ
ば
、
投

票
率
は
自
然
と
上
が
る
と

思
い
ま
す
。

🆀
　
議
員
の
具
体
的
な
仕

事
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

🅰　
会
議
出
席
（
議
会
定

例
会
、
常
任
委
員
会
、
全

協
議
会
等
）、
日
常
の
活

動
、
調
査
と
し
て
町
民
か

ら
の
相
談
、
各
団
体
と
の

意
見
交
換
、
各
種
行
事
へ

の
参
加
、
情
報
収
集
等
を

し
て
い
ま
す
。

　
町
民
の
代
表
者
と
し
て

意
見
を
行
政
に
反
映
、
監

視
を
し
て
い
く
た
め
活
動

し
て
い
ま
す
。

🆀
　
中
学
校
に
ダ
ン
ス
部

を
作
る
に
は
ど
う
し
た
ら

い
い
で
す
か
。

🅰　
幼
児
期
か
ら
ダ
ン
ス

を
習
い
中
学
生
に
な
っ
た

ら
ダ
ン
ス
部
を
作
り
た
い

と
は
聞
い
て
い
ま
す
。

　
部
員
数
や
顧
問
の
確
保

等
、
多
く
の
課
題
は
あ
り

ま
す
が
、
仲
間
を
誘
い
合

い
作
る
よ
う
頑
張
っ
て
く

だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま

す
。

🆀
　
町
独
自
の
少
子
化
対

策
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ

さ
い
。

🅰　
出
生
時
に
は
出
産
・

子
育
て
応
援
給
付
金
や
私

立
幼
稚
園
入
園
補
助
な
ど

生
ま
れ
た
時
か
ら
高
校
・

大
学
等
卒
業
ま
で
切
れ
目

の
な
い
子
育
て
サ
ポ
ー
ト

を
し
て
い
ま
す
。

主
な
質
問

小・中
学
生
議
場
見
学
会
を
開
催

町
の
仕
事
を
チ
ェ
ッ
ク
‼

総
務
民
生
常
任
委
員
会

産
建
教
育
常
任
委
員
会

『議会』って
　　なぁに？ 『議員』って

なにしてるの？

小
学
生
の
部

中
学
生
の
部

皆さん堂々と議員に質問していました！

③　
時
間
外
勤
務
が
多
い

部
署
に
お
い
て
は
、
人

員
補
充
の
対
策
を
図
ら

れ
た
い
。

議
場
見
学
会

議
場
見
学
会

委
員
会
報
告

委
員
会
報
告
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議 員 の 会 議 等 出 欠 状 況
令和５年７月１日～９月30日� 出席：○　　欠席：欠（病気等）・公（公務）　　員外：―

月 日 曜
日 開催会議名等

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

伊
藤
貞
悦

品
堀
栄
洋

岩
佐
秀
一

大
和
晴
美

渡
邊
千
恵
美

髙
橋
眞
理
子

竹
内
和
彦

遠
藤
龍
之

岩
佐
孝
子

阿
部
　
均

菊
地
康
彦

髙
橋
建
夫

岩
佐
哲
也

７

3 月 総務民生常任委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ―
7/5 ～ 7　亘理地方町議会議長会視察研修 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ○ ○

10 月 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 火
広報・広聴常任委員会 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ○ ―
仙南・亘理地方町議会議長会　常任委員長研修 ○ ― 公 ― ― ― ○ ○ ― ― ― ○ ○

12 水 仙南・亘理地方町議会議長会　常任委員長研修 ○ ― ○ ― ― ― ○ ○ ― ― ― ○ ○

20 木
広報・広聴常任委員会 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ○ ―
県町村議会議長会　議員講座 ○ ― ― ○ ― ― ― ― ― ― ― ― ○

21 金 県町村議会議長会　議員講座 ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ― ―

24 月
全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 公 ○ ○ ○ ○
産建教育常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ―

28 木
第1回議会臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８

2 水
総務民生常任委員会・優良市町村視察研修 ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― ○ ―
優良市町村視察研修（産建教育常任委員会）～ 4日 ― ○ ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ―

7 月 広報・広聴常任委員会 ― ― 欠 ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ○ ―

9 水 名取亘理地区市町議会連絡協議会・
亘理地方町議会議長会　議員研修 欠 ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

10 木 小・中学生議場見学会 ― ― 欠 ― ○ ― ― ― ○ ― ○ ○ 欠
17 木 産建教育常任委員会 ― 欠 ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ―
18 金 県町村議会議長会　議員セミナー 欠 欠 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 欠
21 月 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

24 木
全国議会議長会　広報クリニック ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ 欠 ―
宮城県町村議会議長会正副議長研修 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 欠 ○

29 火 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
30 水 議会運営委員会 ○ ― ― ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ 欠 ○

９

第３回議会定例会（9/1.5.6.8.21） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○
決算審査特別委員会（9/8.11.12.19） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ―
決算審査特別委員会（9/14.15） ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ 欠 ―

19 火 広報・広聴常任委員会 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ 欠 ―

20 木
総務民生常任委員会 ○ ― ○ ― ― ○ ○ ― ○ ― ― 欠 ―
産建教育常任委員会 ― ○ ― ○ ○ ― ― ○ ― ○ ○ ― ―
常磐自動車道建設促進特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ―

27 水 広報・広聴常任委員会 ― ― ○ ― ○ ― ― ― ○ ― ○ 欠 ―
29 金 全員協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○

○令和５年　第３回定例会　議案等の審議結果（決算関係はＰ２～５に記載）
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

報告第７号 令和４年度決算山元町健全化判断比率について
報　告

報告第８号 令和４年度決算山元町公営企業資金不足比率について

認定第１号 令和４年度山元町一般会計歳入歳出決算認定について

認　定

認定第２号 令和４年度山元町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

認定第３号 令和４年度山元町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

認定第４号 令和４年度山元町介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について

認定第５号 令和４年度亘理地域介護認定審査会特別会計歳入歳出決算認定について

認定第６号 令和４年度水道事業会計決算認定について

認定第７号 令和４年度下水道事業会計決算認定について

議案第25号 山元町町営住宅条例の一部を改正する条例

可　決
（全会一致）

議案第26号 令和５年度　社総交（防安）請１号　亘理用水路東線道路改良工事請負契約の締結について

議案第27号 令和５年度　道改１号　南山下線道路改良工事請負契約の締結について

議案第28号 令和４年度（債務）　道改７号　中浜滝の前線道路改良工事請負契約の変更について

議案第29号 町道の路線廃止について

議案第30号� 町道の路線認定について

議案第31号 令和５年度山元町一般会計補正予算（第３号）【Ｐ15に記載】

議案第32号 令和５年度山元町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

議案第33号 令和５年度山元町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案第34号 令和５年度山元町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）

議案第35号 令和５年度山元町水道事業会計補正予算（第１号）

議案第36号 令和５年度山元町下水道事業会計補正予算（第１号）

議案第37号 山元町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例【Ｐ15に記載】

同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて【Ｐ15に記載】

同　意同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて【Ｐ15に記載】

同意第４号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることについて【Ｐ15に記載】

○令和５年　第１回臨時会　議案等の審議結果
議案番号 議　　　案　　　名 結　果

議案第24号 令和５年度山元町一般会計補正予算（第２号）【Ｐ７に記載】 可　決
（全会一致）

○請願・陳情の受理
陳情番号 件　　　名 陳情者等の氏名 結　果

陳情第２号 宮城県の乳幼児医療費助成制度（子どもの医療費助成制度）について
県に対する意見書採択を求める陳情書

子ども医療ネットワークみやぎ
代表者　岩倉　政城 配　布

陳情第３号 令和６年度理科教育設備整備費等補助金予算計上についてのお願い 公益社団法人日本理科教育振興協会
会　長　大久保　昇 配　布

議 長 交 際 費
区　分

７月 ８月 ９月

金額（円） 内　容 金額（円） 内　容 金額（円） 内　容

会　費 8,000 叙勲祝賀会出席 5,000 亘理郡内経済団体意見交換会 5,000 消防団OB会総会

慶　弔 − 21,500 前山元町議員葬儀　弔花、弔慰金 −
その他 13,726 視察お土産代　ほか２件 − −
合　計 21,726 26,500 5,000
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　東日本大震災で甚大な被害を受け、平成25年３月
に閉校した中浜小学校の10年目の節目に「第23回け
んこまつり」を坂元おもだか館で開催しました。
　「地域・学校・家庭」が協働し、平成２年度から震
災前まで22年間継続してきた「けんこまつり」でした。
地域に根付いていた「けんこまつり」を閉校しても復
活させたいという教職員・地域・卒業生の強い思いが
あり実行委員会を組織し再開することができました。
　当日は、卒業生を始め元教職員、地域やゆかりのあ
る約200人超の方々が参加。卒業生や小学生、地域有
志が６月から毎週金曜日に練習を重ねた「坂元子ども
神楽」の成果を披露し、会場を沸かせました。
　また、タイムカプセルに入った児童の思い出の品や、
閉校時に地域住民110人が書いた「10年後の自分に
向けたメッセージ」を開封。次々と取り出され、それ
ぞれの手元に戻り思い出を語り合っていました。

　当時の井上剛校長は、「参加者の多くは震災を乗り
越えてきた人々。これからも困難なことがあるかもし
れないけれど、負けずに頑張ってほしいので、集まる
きっかけは大事です。」「今後も卒業生、地域の老若男
女が交流でき賑わいのある場を作っていく応援をした
い。」と語っております。

議会のホームページを
ご覧ください 会　期：11月13日（月）

開　会：午前10時

令和５年 第３回山元町議会臨時会 初議会  （予定）

会　期：12月６日（水）～ 13日（水）
開　会：午前10時
本会議：12月６日・８日・11日・13日
（一般質問：12月８日 ･ 11日）

令和５年 第４回山元町議会定例会 （予定）

「けんこまつり」賑やかに開催　　けんこまつり実行委員会委員長　齋藤慶治

※「けんこまつり」
　「けんこ」とは、
方言で「貝殻」のこ
とである。「健康」
と「けんこ」の語呂
合わせで「けんこま
つり」と命名した。
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